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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

   当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率の引上げに伴う前年度末の駈込み需要の

反動により一時的に消費が減退する局面があり、また円安の進展により原材料価格が上昇する等、景気

回復が足踏みをするような状況の中で推移しました。 

   当警備業界におきましては、安全、安心に対する社会的なニーズは底堅く、新商品や新たなサービスへ

の取り組みが期待される一方で、同業他社との受注競争の激化や警備品質向上のための人材確保、育成

に係るコストアップ要因等を抱え、依然として厳しい経営環境が続いております。 

   このような状況の中、当社グループは「売上と収益の拡大」「品質の向上」「業務の効率化」を目指して

以下の課題に引続き取り組んでまいりました。具体的には新営業体制下での機械警備の売上拡大、売上

金回収サービス「ＴＥＣ－ＣＤ」やＩＤカードを活用し機械警備と入退室管理を複合提供する「ＴＥＣ

－ＩＳ」をはじめとした高付加価値商品やサービスの販売に注力しております。 

また、競合他社との差別化、当社独自の品質向上を図るため、警備員への実践教育の徹底、新営業体

制の導入、購買部門の新設、業務部門の統合等を実施してまいりました。 

更に、昨年 11 月から全社的な取り組みとして「業務改革プロジェクト」を立ち上げ、業務の抜本的な

改革を通じて事務量の大幅削減を目指した活動を展開しております。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、警備業務、ビル管理業務とも

堅調に推移し、前年同四半期比増収、増益基調となりましたが、一方で、一部の従業員の労務問題に関

する解決金等を一時的な特別損失として計上した結果、四半期純利益は前年同四半期比減益となりまし

た。 

売上高は、警備事業、ビル管理事業がともに堅調に推移した結果、9,670 百万円、前年同四半期比 288

百万円、3.1％の増収となりました。利益面では、業務全般にわたる効率化やローコスト･オペレーショ

ンを徹底しましたが、一方で業務の拡大に伴い人件費、物件費ならびに外注費が増加したことから、営

業利益は 363 百万円となり、前年同四半期比 15 百万円、4.5％の増益、経常利益は 445 百万円、前年同

四半期比５百万円、1.2％の増益となりました。四半期純利益は217百万円、前年同四半期比△28百万円、

11.7％の減益となりました。 

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

  （警備事業） 

   警備事業につきましては、受託管理業務、機器販売が前年同四半期比減収となりましたが、機械警備、

輸送警備、施設警備は堅調に推移しました。また、ビル管理事業との複合業務において警備事業部分も

増収となりました。 

   その結果、警備事業の当第２四半期連結累計期間の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除

く。）は、7,212 百万円、前年同四半期比 239 百万円、3.4％の増収、セグメント利益（営業利益）は 286

百万円、前年同四半期比17百万円、6.4％の増益となりました。 

  （ビル管理事業） 

   ビル管理事業につきましては、関係会社との連携を強化し、ビル総合管理の受託を推進しました。 

   その結果、ビル管理事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、2,457 百万円、前年同四半期比 49

百万円、2.0％の増収となりましたが、業務の増加に伴う人件費と外注費の増加もあって、セグメント利

益は55百万円、前年同四半期比△９百万円、14.2％の減益となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 （資産） 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、23,234 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 614 百万円

増加しました。 

流動資産は、13,127百万円となり、前連結会計年度末に比べ545百万円増加しました。 

その主な要因は、受託管理業務に係る受託現預金が 160 百万円、有価証券が 326 百万円それぞれ減少

しましたが、一方で現金及び預金が892百万円増加したこと等によるものです。 

固定資産は、10,107百万円となり、前連結会計年度末に比べ69百万円増加しました。 

 （負債） 

   負債は、4,356百万円となり、前連結会計年度末に比べ263百万円増加しました。 

 （純資産） 

   純資産合計は、18,878百万円となり、前連結会計年度末に比べ351百万円増加しました。 

   反面、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.6ポイント低下の81.3％となりました。 

 （キャッシュ・フローの状況の分析） 

   当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ761百万円増加し、7,091百万円となりました。 

   当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は607百万円であります。 

その主な内容は、税金等調整前四半期純利益 367 百万円、減価償却費 343 百万円、仕入債務の減少 131

百万円等であります。 

前第２四半期連結累計期間は 826 百万円の資金収入でありましたので、前年同四半期に比べ資金収入

は218百万円減少しました。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は272百万円であります。 

その主な内容は、有形固定資産の取得による支出 270 百万円等がありましたが、一方で、投資有価証

券の売却による収入 360 百万円や投資有価証券償還による収入 200 百万円等があったことによるもので

す。 

前第２四半期連結累計期間は 187 百万円の資金支出でありましたので、前年同四半期に比べ 459 百万

円の資金の増加となりました。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は119百万円であります。 

その主な内容は、配当金の支払による 104 百万円の資金支出や長期借入金の返済による支出 40 百万円

等があったことによるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   平成 27 年３月期の業績予想につきましては、厳しい市場環境が続いており警備業務全般では伸び悩ん

でおりますが、一方で画像監視システム「ＴＥＣ－ｉ」、売上金回収サービス「ＴＥＣ－ＣＤ」の拡販や

コールセンター業務等の複合業務を絡めたビル管理業務などが好調なこともあり、平成 26 年５月９日に

公表した連結業績予想からの修正は行っておりません。  

   （連結業績予想） 

売 上 高 20,000百万円 （前期比  3.5％） 

営 業 利 益 850百万円 （前期比 20.4％） 

経 常 利 益 1,000百万円 （前期比 14.6％） 

当期純利益 570百万円 （前期比 27.5％） 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

１．「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24

年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用

指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務

費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並

びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

   退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、

当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額

を利益剰余金に加減しております。 

   この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 29 百万円減少し、退職給付に係

る資産が 145 百万円、利益剰余金は 112 百万円それぞれ増加しております。また、当第２四半期連結累

計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

２．「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第 30

号 平成 25 年 12 月 25 日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、当第２四半期連結累

計期間の期首より前に締結された信託契約であるため、従来採用していた方法により会計処理を行って

おります。 

   信託が保有する自社の株式に関する事項 

① 信託における帳簿価額 

 前連結会計年度 49百万円  当第２四半期連結累計期間 22百万円 

② 信託が保有する自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しております。 

③ 期末株式数及び期中平均株式数 

 期末株式数   前連結会計年度      48千株  当第２四半期連結累計期間 22千株 

 期中平均株式数 前第２四半期連結累計期間 85千株  当第２四半期連結累計期間 32千株 

④ 期末株式数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりま

せん。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 警備事業 ビル管理事業 計 

売上高  

 外部顧客への売上高 6,973,058 2,408,323 9,381,382 ― 9,381,382

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

14,786 268,367 283,153 △283,153 ─

計 6,987,845 2,676,690 9,664,536 △283,153 9,381,382

セグメント利益 269,216 64,499 333,716 13,977 347,693

（注） １ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。 
 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     （固定資産に係る重要な減損損失） 

     該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

     重要な変動はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 警備事業 ビル管理事業 計 

売上高  

 外部顧客への売上高 7,212,694 2,457,561 9,670,255 ― 9,670,255

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

20,615 351,769 372,385 △372,385 ─

計 7,233,309 2,809,330 10,042,640 △372,385 9,670,255

セグメント利益 286,558 55,316 341,875 21,311 363,187

（注） １ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。 
 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     （固定資産に係る重要な減損損失） 

     該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

     重要な変動はありません。 
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 ３．報告セグメントの変更等に関する事項 

   会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しておりま

す。この変更によるセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

   販売の状況 

    販売実績 

    当第２四半期連結累計期間における業務別の販売実績は、次のとおりであります。 

（単位：千円、％） 

業務別の名称 
販売高 

前年同四半期比 前年同四半期比(%)平成26年3月期
第２四半期 

平成27年3月期
第２四半期 

 機 械 警 備 3,747 3,825 77 2.1

 輸 送 警 備 619 679 60 9.8

 施 設 警 備 840 906 66 8.0

 受 託 管 理 851 836 △15 △1.8

 工事・機器販売 408 369 △38 △9.4

 警 備 事 業 計 6,467 6,618 151 2.3

 ビ ル 総 合 管 理 2,914 3,051 137 4.7

合 計 9,381 9,670 288 3.1

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

東洋テック㈱（9686） 平成27年3月期第2四半期決算短信

11




